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論 文 の 内 容 の 要 旨

栄養は家畜の繁殖機能に関する重要な調節因子の一つである｡負のエネルギーバランス

は,家畜の性腺機能に抑制的に作用するが,高栄養(正のエネルギーバランス)による繁

殖機能の刺激効果については不明な点が多く残されている｡栄養学的アプローチによる家

畜の繁殖機能の向上は,薬剤の使用に依らない最も自然で,有用な手段と思われる｡そこ

で本研究では,短期間の高栄養処置が繁殖機能におよぼす影幣についてシバヤギを用いて

調査し,家畜の繁殖率向上につながる新たな栄養学的アプローチ法について検討した｡

先ず実験1において,高栄養給餌による性腺刺激ホルモン分泌の刺激効果について,動

物の体重の違いによる影幣を含めて,検討した｡卵巣摘出シバヤギ(n=11)を用い,体重

の軽い群(≦24kg;LBW)および重い群(〉24kg;HBW)に分け,可消化養分総偲維持要求

純の2.5倍の飼料を7 日間給餌し,連日採血を行い,血中グルコース,インスリン,FSH

濃度およびパルス状LH分泌パターンの変化を調べた｡その結果,Lロバルス頻度は,両群に

おいて､処置開始前(DayO)に比べ,処耶開始後3日(Day3)に有意に上昇したが,Day

7では減少した｡同様に,血中グルコースおよびインスリン濃度は両群ともに処置開始後速

やかに上昇してDay2およびDay3において有意な上昇を示し,その後徐々に減少した｡

グルコース,インスリン池度,LH分泌および血中FSH膿度は,両群間に有意な差は認めら

れなかった｡結論として,7日間の高栄華給餌はパルス状LH分泌を刺激するが,LH刺激効

果は処置期間を通して継続して発現しないことが明らかとなった｡また,パルス状LH分泌
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の増加は,血中のグルコースおよびインスリン濃度の増加と関係があることが考えられた｡

次に実験2においては,実験1により,高栄養連続7日間給餌によりパルス状LB分泌頻

度,血中グルコースおよびインスリン濃度の上昇が開始後数日間みられるが,処置期間中

を通して継続しないことが明らかになったことを基に,より効果的な繁殖機能刺激作用を

期待して,連続的ではなく間欠的に高栄養処置を行って,卵巣機能におよぼす影響を検討

した｡すなわち,発情周期を回帰する雌シバヤギ(n=12)について排卵後12日-15日と同

18日-21日に間欠的に高栄養給餌を行ない,超音波画像検査および採血を隔日または連日

実施して,卵巣における卵胞および黄体の状態および血中LH,FSH,プロジエステロン,エ

ストラジオール,グルコースおよびインスリン濃度の変化を調べた｡その結果,血中グル

コースおよびインスリン濃度は間欠的な高栄養処置に反応して2回のピークが見られ,維

持要求量を給餌した対照群に比べ有意に上昇した｡栄養処置後り排卵数は,処置群では4.5

±1.0個,対照群では2.7±0.5個であり,処置群で有意に増加した｡一方,血中LH,FSH,

プロジエステロン,エストラジオール濃度には両群間に差は認められなかった｡結論とし

て,間欠的に高栄養給餌を行うことにより,血中グルコースおよびインスリン濃度が促進

され,排卵数が増加することが明らかとなった｡

続いて実験3においては,実験1および実験2により,高栄養による繁殖機能促進効果

には血中グルコースおよびインスリン濃度の上昇が関与している仮説が考えられたことか

ら,この仮説を検証した｡卵巣摘出シバヤギ(n=8)を供試し,実験3-1では,グルコース

溶液(500mM)を7.5ml/hの速度で7日間,実験3-2では,グルコース溶液の濃度を200mM

から毎日50mMずつ増加させながら,15ml/hの速度で7日間持続投与して調べた｡その

結果,血中グルコースおよびインスリン濃度は,実験3-1では,処置群において一過性に

上昇して投与開始後2 日には生食液を投与した対照群に比べて有意に高くなったが,その

後は減少し,実験3-2では,投与開始後速やかに上昇して投与期間を通して有意に高い淡

度で推移した｡Lfトパルス頻度は,実験3-1および実験3-2において対照群との間に有意差

は認められず,グルコースおよびインスリン池度の上昇は､LHのパルス分泌を促進しない

ことが明らかとなった｡

以上のように,血中グルコースおよびインスリン濃度の上昇をもたらす間欠的な高栄養

処置は,シバヤギにおいて排卵数を増加させる作用があることが明らかとなった｡また,

外因的な処置によるグルコースおよびインスリン濃度の上昇は,パルス状LIl分泌を促進し

ないことも明らかになった｡高栄養処置によるLH分泌促進作用および卵巣機能を刺激する

メカニズムについては,さらに詳細に検討する必要が提起された｡

審 査 結 果 の 要 旨

栄養は家畜の繁殖機能に関する重要な調節因子の一つである｡負のエネルギーバランス

は繁殖機能に抑制的に作用することが知られているが,高栄養処置(正のエネルギーバラ

ンス)による繁殖機能の刺激効果については不明な点が多く残されている｡本研究では,

短期間の高栄養処置が繁殖機能におよぼす影響について,シバヤギを用い,家畜の繁殖率

向上につながる新たな栄養学的アプローチ法として,検討した｡

先ず実験1では,卵巣摘出シバヤギを用い,可消化養分総量維持要求量の2.5倍の飼料

を7日間給餌し,血中グルコース,インスリン,FSHおよびパルス状LH分泌パターンの変

化を調べた｡その結果,7日間の連続高栄養給餌は,開始後数日間においてパルス状LH分

泌頻度,血中グルコースおよびインスリン濃度を上昇させるが,その効果は処置期間中を

通して継続しないことが明らかとなった｡

次に実験2では,発情周期を回帰する雌シバヤギ(n=12)を供試し,排卵後12日-15

日と18日-21日(排卵日を0日)に高栄養給餌を行ない,超音波画像検査を行なって卵
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巣における卵胞および黄体の状態を調べ,採血して血中LH,FSH,プロジエステロン,エ

ストラジオール,グルコースおよびインスリン濃度の変化を調べて卵巣機能におよぼす影

響を検討した｡その結果,間欠的な高栄養処置に反応して血中グルコースおよびインスリ

ン濃度は2回の有意な上昇を示し,高栄養処置後の排卵数は維持要求量を給餌した対照群

に比べて有意に増加(4.5±1.0vs.2.7±0.5個)した｡しかし,血中LH,FSH,プロジエ

ステロン,エストラジオール濃度には有意差は認められなかった｡
そこで､実験3では,高栄養処置によるパルス状LH分泌の克進は,血中グルコースおよ

びインスリン濃度の上昇に因るとする仮説について検証した｡卵巣摘出シバヤギ(n=8)を

供試し,実験3-1では,500血4グルコース溶液を7.5ml/hで7日間,実験3-2では,グル

コース溶液の濃度を2?0血から毎日50血ずつ増加させながら15ml/hで7日間持続投与し
て調べた｡その結果,血中グルコースおよびインスリン濃度は,実験3-1では投与開始後

2日に一過性の有意な上昇を示し,実験3-2では投与期間を通して有意に高い洩度で推移

した｡しかし,LHパルス頻度には,実験3-1および実験3-2ともに,有意な増加は認め

られなかった｡これらのことから,グルコースおよびインスリン浪度の上昇は,LHのパル

ス分泌を促進しないことが明らかとなった｡

本研究の結論として,血中グルコースおよびインスリン濃度の増加をもたらす間欠的な

高栄養処置は,シバヤギにおいて排卵数を増加させる作用があることが明らかとなった｡

しかしながら,外因的な処置によるグルコースおよびインスリン浪度の上昇により,パル

ス状LH分泌の促進がみられなかったことから,高栄養処置によるLH分泌促進および卵巣

機能刺激作用のメカニズムについては,さらに詳細に検討する必要が提起された｡

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論

文として十分価値があると認めた｡
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